
日本の義務教育段階の
多様な学びの場の連続性
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通級による指導

専門的スタッフを配置して通常学級

専門家の助言を受けながら通常学級

ほとんどの問題を通常学級で対応

同じ場で共に学ぶことを追求するとともに、個別の教育的ニーズのある児童生徒に対して、
その時点で教育的ニーズに最も的確にこたえる指導を提供できる多様で柔軟な仕組みを整
備することが重要である。小・中学校における通常の学級、通級による指導、特別支援学級、
特別支援学校といった、連続性のある「多様な学びの場」を用意しておくことが必要。


